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モノクローナル抗体NCGST－－439，　NCC－ST－433による大腸癌

　　　（CO－4），胃癌（H－111）シンチグラフィの基礎的検討
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　要旨　ヌードマウスに植えつけたヒトの胃癌（St－4）を免疫原として得られたモノクローナル抗体（MoAb，

IgM），　NCC－ST・439とNCC－ST－433を1L’51にて標識し，おのおのを大腸癌（CO－4），胃癌（H－111）を植え

つけたヌードマウスに投与して腫瘍シンチグラフィ，および，各抗体の生体内動態を検討した．NCC－ST－

439（五量体）を投与後5日目にCO－4の腫瘍像を得ることができた．抗体を単量体にすると鮮明な腫瘍像

が3日目に得られたが，腫瘍に取り込まれた抗体の量は30％低下していた．また，いずれの抗体を投与し

ても，肝，脾臓への非特異的分布が顕著であった．これに対して，NCC－ST－433は胃癌H・111に速やかに

蓄積し，投与後3日目に非常に明瞭な腫瘍像が得られた．7日目の腫瘍と血液との取り込み量の比は7．8に

も達し，他の組織への非特異的分布も低かった．また，H－111が大きくなるにつれてNCCST－433の取り

込み量が増加した．NCC－ST－433は胃癌の腫瘍シンチグラフィに有望なMoAbと言える．

L　序　　論

　モノクローナル抗体（以下MoAbと略）NCC－

ST－439とNCC－ST－433はいずれもヌードマウス

に植えつけたヒトの胃癌（St－4）（国立がんセンタ

ーの胃癌患者より分離されたもの）を免疫原にし

て得られた抗体（lgM）である1）．　NCC－ST－439に

よって認識される抗原，ST－439の構造はまだ十

分に確立されてはいないが，セファロースCL6B

の分画の結果やこの抗原にシァリダーゼ処理を行

った結果などから，本抗原は分子量1×106以上

の高分子蛋白質で，その抗原決定基はシアル酸を

有する糖鎖であると考えられている2）．免疫組織
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学的にはST－439は気管支腺と顎下腺，尿細管上

皮，肝細胞，膵ラ氏島細胞に弱く認められている．

また，癌組織では各種の消化器癌，肺腺癌，乳癌

に高率に検出されている．そこで，酵素抗体法に

よるST－439の測定系を開発し，患者の血中抗原

を測定したところ，膵癌，胆管癌，肝癌，大腸癌，

胃癌などで高い陽性率を得た3）．このように，

NCC－ST－439は本邦で開発された多くのMoAb

の中で，腫瘍マーカーの測定に応用できるものと

して最も期待されているものの一つである．

　一方，抗原ST－433は免疫組織学的に大腸癌，

胃癌，肺小細胞癌，正常の胃底腺，近位大腸，膀

胱上皮などに存在していることが報告されてい

る1）．これらの結果と，糖脂質との免疫反応とな

どからNCC－ST－433はY一ハプテンを抗原決定基

として認識していると考えられている．さらに，

NCC－ST－433は胃癌，大腸癌，肺小細胞癌由来の

癌細胞に対して補体依存性の細胞障害性を示す性

質も報告されている4）．

　本研究では，この二つのMoAbの免疫学的性
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質を踏まえ，おのおのの生体内動態を検討し，腫

瘍，特に，消化器癌の画像診断に用いる可能性を

追究した．対象とした腫瘍は個々の抗体と免疫組

織学的に最も陽性反応の強かった組織を選択し，

NCC－ST－439にはCO－4（低分化型大腸癌），

NCC－ST－433にはH－111（高分化型胃癌）を組み

合わせた．

II．実験方法

　1．MoAbの1251標識
　抗体［NCC－ST－439（五量体（polymer：p），単量

体（monomer：m））とNCC－ST－433（すべてpoly－

mer）は日本化薬（株）より提供を受け，正常マウ

スのIgM抗体はCalbiochem社の製品］の1251標

識はエンザイモビーズ（グルコースオキシダーゼ

とラクトペルオキシダーゼを固定化したイムノビ

ーズ，Bio－Rad社製）使用説明書に従って以下の

ように行った．エンザイモビーズに500　／tlの0．2

Mリン酸緩衝液（pH　7．2）を添加して4°Cにて1

時間以上放置して膨潤させる．これに100　ylの

0．2Mリン酸緩衝液，50μ1のMoAb（2　mg／ml

PBS（リン酸緩衝液十生理食塩水）），10μ1の

Na1251，25μ1の1％β一D一グルコース溶液を順に加

え，室温にて30分間放置する．10μ1の0．5mM

ピロ亜硫酸ナトリウム溶液を添加して反応を止め

た後，1％BSA（牛血清アルブミン）／PBSであら

かじめ平衡化したBio－Gel　PD－10（ファルマシア

製）にてゲルろ過し，未反応の1251を除いた．本

法による抗体の標識率は40－60％であり，比放射

活性は7－10mCi（260－370　MBq）／mg抗体であっ

た．また，標識抗体の免疫活性はWatanabeらが

報告した酵素抗体法にて検討し1），80％以上の活

性が保たれていることを確認した．

　2．腫瘍イメージングと抗体の生体内分布

　1251標識をしたNCC－ST－439，または正常マウ

スのIgM抗体は大腸癌CO－4を大腿部に移植し

たヌードマウスに，1251－NCC－ST－433，1251一正常マ

ウスIgM抗体は胃癌H－111を移植したヌードマ

ウスに尾静脈より投与した（投与抗体量7　lt9）．

経日的にピンホールコリメータを装着したガンマ

カメラ（東芝GCA　10A）にてマウスの撮像を行っ

た．撮影時にマウスにエーテル麻酔を行い，各イ

メージングに15Kカウントを得，減算シンチグ

ラムは行わなかった．抗体の組織分布については

1251－NCC－ST－439（7μ9）を投与したCO－4，または，

Lu－24（ST－439，　ST－433を産生しない肺癌）担癌ヌ、

一 ドマウス，1251－NCC－ST－433（7μg）を投与した

H－111，または，Lu－24担癌ヌードマウス，1251一正

常マウスIgM抗体（7μ9）を投与したCO－4，また

は，H－111担癌ヌードマウスのおのおの（各群，

3～4匹）を経日的にエーテル麻酔後脱血により殺

して，各組織，および，血液を秤量後，ウェル型

シンチレーションカウンターにて1251活性を測定

した．腫瘍の大きさと抗体の取り込みとの関連に

ついては，腫瘍を移植した後実験に供するまでの

日数を変え，異なる大きさの腫瘍を用いて検討し

た．1251－NCC－ST－439（polymer，　monomer）および，

1251－NCC－ST－433を投与し，7日後の腫瘍への取

り込み量を測定した．

III．結　　果

　1）　シンチグラフィ

　標識抗体1251－NCC－ST－439，1251－NCC－ST－433，

または，1251一正常マウスIgM抗体を投与した担

癌ヌードマウスのシンチグラムをFigs・1，2に示

す．NCC－ST－439の五量体（NCC－ST－439（p））を

用いた場合には投与後5日目に腫瘍CO－4への集

積を認めたが，鮮明な腫瘍像を得るためには投与

後8日を要した．一方，この抗体の単量体（NCC－

ST－439（m））を投与した場合には投与後3日目に

して鮮明な腫瘍像が得られた．しかし，いずれの

場合にも，肝，脾臓への1251分布が高く，しか

も，この分布は投与後日を追うにつれ上昇する傾

向があった．1251標識をした正常マウスlgM抗

体を投与した場合はFig．　lcに示すようにco－4

の腫瘍像は得られなかった．

　1251－NCC－ST－433を投与したH－111担癌ヌード

マウスではFig．2に示すように投与3日後に非

常に鮮明な腫瘍像が得られた．さらに，6日目に

はこの腫瘍シンチグラムは一層明瞭となった．腫
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Day　1

Day　1

　Dey　5
（a）　ST－439（p）s：an

叶

CO－4｛1．

　Day　3

（b）　ST－439（m）scan

Day　8

oid

● 4（O．89）

Dey　7

一 4｛O．89）

965

　　D8y　l　　　　　　　　　Day5　　　　　　　　　D8y7

　　　　　　　　　　　　　　　（c）IgM　scan

Fig．1　Radioimmunoimaging　of　CO－4　xenografts　in　nude　mice　injected．

　　　（a）1251－NCC－ST－439（p），（b）1251－NCC－ST－439（m），（c）1251－control　IgM

瘍以外の組織への1251分布も，甲状腺を除いて，

比較的低い傾向が認められた．1251一正常マウス

IgM抗体はマウス全身に均等に分布しており，

特に腫瘍にのみ集積しているとはみなされなかっ

た（Fig．2b）．

　2）抗体の臓器分布

　標識抗体を投与して7日目の生体内分布（投与

量に対する臓器lg当たりの取り込み量の割合一

％ID／9）をFigs．3，4に示す．

　大腸癌CO－4内の放射活性はST－439を産生し

ていない肺癌Lu－24のそれと比較して明らかに高

かった．NCC－ST－439（m）を投与した場合には

CO－4の放射活性は五量体の場合と比較して約

30％低下していた（o．077土0．003％ID／9から

0．057土0．002％ID／9へ）．一方，肝，脾臓の1251

活性はシンチグラムでも示されたように非常に高

く，特に単量体を投与した場合には，腫瘍の放射

活性の約3．9倍にも達した．1251一正常マウスIgM
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Day　1
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　Day　3
（a）　ST－433　scan

thyroid

Day　6

H●111

Day　1

Fig．2

yroid

㎏　H－111

　　　　　　　　　　Day　3　　　　　　　　　Day　5

　　　　　　　　　（b）IgM　scan

Radioimmunoimaging　of　H－111　xenografts　in　nude　mice　injected．

（a）1251－NCC－ST－433，（b）1251－control　lgM

抗体を投与した場合にもCO－4の放射活性は高か

ったが，肺，肝，脾，腎，血液中のそれにも同様

に高く，腫瘍への特異性は認められなかった．

　NCC－ST－433を投与した場合，胃癌H－ll1の

放射活性は0．21▲0．07％ID／gであり，これと比

較し，ST－433を産生していない肺癌Lu－24の1251

活性は低値（o．01％ID／g）を示した（Fig．4）．肝，

脾臓への分布はNCC－ST－439とCO－4との組み

合わせよりも明らかに低く，前述したシンチグラ

ムの結果を裏づけていた．1251一正常マウスIgM

抗体はH－111への取り込みが0．06土0．01％ID／g

であり，肺，肝，脾，腎，血液にも広く分布した．

以上の結果はNCC－ST－433が胃癌H－111に特異

的に集積することを示唆していた．

　これらの臓器（Tissue：T）内の放射活性と血液

（Blood：B）中のそれとの比（T／B）をFigs．5，6に

示す．NCC－ST・439を投与した時のCO－4のT／B

値は正常マウスIgM抗体と比較して著しく高く，

本抗体が特異的に腫瘍に取り込まれていることが

明らかになっている．NCC－ST－439（m）を投与し

た場合の肝，脾臓のT／B値はいずれも五量体投

与の場合よりも約2倍ほど高かった．

　一方，NCC－ST－433は腫瘍H－111にT／B＝7・8

±1．9の比で取り込まれていた（Fig．6）．正常マ

ウスIgM抗体を投与した時はいずれの組織につ

いてもT／B値は低く，NCC－ST－433が特異的に

H－111に取り込まれていることを示していた．

　3）標識抗体の生体内動態

　標識抗体投与後の血中クリアランスをFigs．7，

8に示す．いずれのMoAbも血中クリアランス

は非常に速く，投与後1日目ですでにいずれの抗

体も血液中の放射活性は5％ID／9以下であった．

その後の2日間でNCC－ST－439（P），　NCC－ST－439

（m），NCC－ST・433はそれぞれ1日目の6，10，6％
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Tissue　distribution　of　1251－NCC－ST－433　and　1251－control　IgM　7　days　after　the

injection（mean，　three　to　four　mice）．

（cf．　Fig．3for　abbreviations）
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（cf．　Fig．3for　abbreviations）
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Fig．7　Blood　level　of　1251－NCC－ST－439（p，　m）and

　　　1251－control　IgM　in　mice　with　CO－4　xenografts．

　　　●：NCC－ST－439（p），　▽：NCC－ST－439（m），

　　　○：control　IgM

に低下し，投与3日目以降にはゆっくりと血液か

ら消失した．これらのMoAbと比較し，正常マ

ウスlgM抗体は比較的ゆるやかな消失を示し
た．

　このような血中での1251の動態も反映し腫瘍，

肝臓のT／B値は，Figs．9，10のように変化した．

NCC－ST－439を投与した場合には常に肝臓のT／B

値が腫瘍CO－4のそれよりも高い値を示した．特

にNCC－ST－439の単量体を投与した場合の肝臓

への取り込みは日を追うにつれ著しく増加した．

これに比べ，NCC－ST－439の腫瘍への取り込みの

経過はゆるやかであり，T／B値が1以上に達した

のは五量体では静注後4日，単量体では3日を経

てからであった．一方，H－111の担癌ヌードマウ

スの場合は，NCC－ST－433の腫瘍への取り込みは

O＼
O

　　　　　　　Day8　aft●「lnj●ctlon

Fig．8　Blood　level　of　1251－NCC－ST－433　and　1251－

　　　control　lgM　in　mice　with　H－111xenografts．

　　　●：NCC－ST－433，0：control　lgM
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Fig．9

5

βノ4

　　1　。。y．㌔伽，1．j．C8。n

Tumor　and　liver　level

（p，m）in　mice　with　CO－4　xenografts．

●：tumor　injected　NCC－ST－439（P），

▼：tumor　injected　NCC－ST・439（m），

○：liver　injected　NCC－ST－439（p），

▽：1iver　injected　NCC－ST－439（m）

，’

ノφ

〆

7

of　1251－NCC・ST－439

投与後3日目ですでにT／B－3．2に達していた．

肝臓への取り込みは認められはしたが，T／B値が

腫瘍のそれより高くなることはなかった．腫瘍，
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Fig．10　Tumor　and　liver　level　of　1251－NCC－ST－433　in

　　　mice　with　H－111xenografts．

　　　　●：tumor，　○：liver

肝臓への取り込みは静注後4日以降にはT／B値

がほぼ一定になった．

　4）腫瘍の大きさと抗体の取り込み

　0・25－2・29の腫瘍CO－4，　H－111について各抗体

の取り込み量（％ID／9）をFig．11に示す．　NCC・

ST－433とH－111との組み合わせのみ正の相関が

認められ，腫瘍が増大するにつれて抗体の取り込

みも増加した．H－111の大きさが059以上の時

にT／B値が1．0以上となった．

VL　考　　察

　1）IgM抗体について

　IgM抗体は一般に免疫感作の初期に現れるこ

とが多く，その消失も速い．IgM抗体を多量に

生産することは，おそらくはあまり安定でないこ

ともあり，容易ではなく，特に腫瘍シンチグラフ

ィなどに多量の抗体を必要とする場合にはIgM

抗体の利用を疑問視することもあった5）．しかし，

後で述べるIgM抗体の特徴のほか，最近報告さ

れているヒトーヒトのMoAbにIgM抗体が多い

こともあり5・6），腫瘍シンチグラフィにおけるIgM

抗体の有効性を検討することは必須と思われる．

　抗体の安定性は放射線核種で標識する際にも問

われる問題である．M．V．　Pimmらは1985年に

1251標識した大腸癌の抗体C／14（IgM）を用いて

腫瘍（HCT－8，または，　HRT－18大腸癌）のシンチ

o．2

O＼
9
≠
10

戸ゲ

才／

．．．十”一一

　　　　　　　　Tumor　 w●ight｛9）

Fig．11　Correlation　between　tumor　weights　and　lcvel

　　　of　MoAbs．
　　　　◆：NCC－ST－439（p），　▼：NCC－ST・439（m），

　　　　●：NCC－ST－433

グラフィを試み，集積を認めなかった例を報告し

ており5），ここではヨード標識によりIgM抗体が

変性しやすいことを述べている．われわれの実験

においても当初IgM抗体をクロラミンT法にて

1251標識したところ，抗体の免疫活性はほとんど

失われ，これを担癌マウスに投与しても腫瘍への

集積は全く認められなかった．今回，用いた酵素

法による1251の標識では標識率は高くはないが，

抗体の免疫活性は十分に保たれており，これを重

視し本標識法を用いることとした．一般にIgM

抗体はヨード標識に対して不安定である傾向があ

る．免疫活性を失うことなく標識した1251も生体

内での脱ヨード化現象が示すように（後述），抗体

とはゆるやかに結合しているものと思われた．

　IgM抗体を腫瘍シンチグラフィに用いる特徴

の一つはその血中クリアランスがIgG抗体のそ

れと比較して速いことにある．Scheinbergらは

IgM抗体の血中半減期（17時間）がIgG抗体が

5日であるのに対し著しく短いことを指摘してい

る7）．また，ManoらもPAPに対するMoAb
σgM）による腎癌のイメージングにおいてlgM

抗体の特性について言及している8）．われわれの

使用した抗体NCC－ST－439，　NCC－ST－433のいず

れもその血中クリアランスは速く，特にNCC－

ST－433のこの特徴は腫瘍を早期にイメージング

するに際し，大きな利点となった．しかし，大腸

癌CO－4とNCC－ST－439との組み合わせについ
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モノクローナル抗体NCC－ST－439，　NCC・ST－433による大腸癌，胃癌シンチグラフィの基礎的検討

ては肝，脾臓の放射能が非常に高い欠点があった．

本抗体，NCC－ST－439は脾臓とは交叉性がないこ

とは証明されている1）．しかし，正常マウスIgM

抗体を投与した場合の方が肝，脾臓への放射能が

低いことから，この非特異的分布がNCC－ST－439

と肝組織との交叉性に基づく可能性は否めない．

一方，ST－433を血液中に分泌しない胃癌，　H－111

と1251－NCC－ST－433との組み合わせでは肝，脾臓

への取り込みがきわめて低かった結果と比較する

と，1251－NCGST－439を投与した場合の肝，脾臓

への非特異的分布にはCO－4から血中に分泌され

た抗原と投与抗体との結合体も寄与していると考

えている．

　2）五t体と単量体との比較

　一方，IgM抗体を単量体にすることで腫瘍への

集積は速やかにはなったが，肝，脾臓への非特異

的分布は五量体を投与した場合よりも著しく増加

した．投与直後から甲状腺に1251の蓄積が認めら

れること，投与後1日目の血中の1251活性は五量

体投与の場合よりも低いことなどを考え合わせる

と，単量体にすると標識抗体の生体内での安定性

がさらに弱まり，活性の失われた抗体が非特異的

に分布したものと思われる．

　IgM抗体の他の特徴は五量体であるために，

抗原との結合力価が5倍になるという点である．

NCC－ST－439の五量体と単量体とのおのおのの投

与において腫瘍への取り込み量に差が認められた

が，一部にはこの力価の相違に基づくものと考え

られる．

　3）抗体の集積，画像の増強について

　しかし，総じて本抗体の腫瘍への滞留率は比較

的低いことが示された．この原因の一つは従来言

われているように，生体内の脱ハロゲン化現象に

あると考えられる．本実験では生体内の脱ヨード

化を見るために，あえてヌードマウスの甲状腺の

ヨードブロックを行わなかったが，投与後1日目

にすでに甲状腺に1251の蓄積が認められた（全身

の放射活性の約35％が甲状腺に局在していた）．

投与した標識抗体に含まれていた遊離の1251イオ

ンは1％以下であること，マウス血清と本標識抗

971

体とを37°Cにて1時間in　vitroにてインキュベ

ーションした後に抗体から遊離した1251は僅か

2％であったことなどから，甲状腺に蓄積した

1251は生体の代謝作用により抗体から離れたもの

と推定される．さらに，腫瘍に集積する前からすで

に甲状腺への蓄積が始まっていることからこの脱

ヨード化現象は標識IgM抗体が血中を循環して

いる間に起こったものと考えられる．前述したよ

うに抗体を標識した1251は生体に入ると比較的は

ずれやすい結合をしていたと思える．Gomibuchi

らが述べているようにIgM抗体独自のヨード標

識法や，他の核種（1111nなど）による抗体標識を

検討する必要があろう9）．

　4）腫瘍の大きさと取り込みtとの関係

　腫瘍の大きさと抗体の取り込みについては多く

の要因が論じられている10・11）．胃癌H－111は抗

原をほとんど血中に分泌しないために，腫瘍中の

抗原濃度と腫瘍の大きさとの間に正の相関が成り

立ったものと思われる．特にH－111では壊死の

部分が少なく，腫瘍が大きくなるにつれ抗原濃度

が増し，抗体がそれに対応して取り込まれていく

のではないかと考えられた．これに対し，CO－4

については壊死の部分が多いこと，血中に抗原

ST－439を分泌することなどから腫瘍の大きさと

取り込み量との関係を論じることはかなり複雑と

思われる．いずれの腫瘍についても抗原濃度を測

定し，今後，さらに検討を続ける必要がある．

　以上，同一の免疫原から得られた二つの抗体は

おのおのの特性を生かし個々の腫瘍に特異的に集

積することが示された．特にNCC－ST－433は胃

癌H－111に高いT／B値を以って速やかに集積し，

肝，脾臓への非特異的分布も少なく，鮮明な腫瘍

イメージングを得ることができ，胃癌の特異的イ

メージング抗体として有望であることが示された．

これまでの抗体による腫瘍シンチグラフィに関す

る多くの報告の中で胃癌についての報告例はほと

んど見当たらず，NCC－ST－433は期待すべき抗体

と言える．ST－439は大腸癌を初めとし，多くの

消化器系癌の腫瘍マーカーとして有望であり，血

清診断の開発が進められている．しかし，それが
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ために，NCC－ST－439は血中抗原との結合，それ

に伴う肝，脾臓への非特異的分布などの問題があ

り，ST－439の血清診断と併せて本抗体を腫瘍シ

ンチグラフィ，さらには，放射線療法と組み合わ

せて用いる場合にはこれらの問題を解決する必要

がある．一方，この二種の抗体を汎用し，NCC・

ST－439による血清診断，それに続くNCC－ST－433

による腫瘍シンチグラフィという連携システムも

現在検討中である．

　抗体を提供して下さいました日本化薬㈱に謝意を表す．

　腫瘍シンチグラムの撮影にご尽力頂いた慶慮義塾大学

病院技師室の桜田潤二氏，清水正三氏を始めとする技師

諸兄に心より感謝の意を表す．なお，本文の要旨は第26

回日本核医学会総会（昭和61年10月，千葉）において発

表した．また，本研究の一部は文部省科学研究費（課題

番号61770805），ならびに，財団法人岩城留学生奨学会

（理事長：岩城謙太郎）と財団法人資生会研究所（理事

長：大島武雄博士）よりの研究助成金を受けて行った．
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S皿mma】ry

Radioi㎜皿oimaging　of　H㎜飢Colon飢d　G爺tric　Cancers　Xenogr姐s　by

　　　　　　　　NCC－ST－439　and　NCC－ST433　Monoclonal　AntiMies

Kayoko　NAKAMuRA＊，　Yasushi　TsuKATANI＊，　Iku　NlsHIGucm＊，　Atsushi　KuBo＊，

　　　　　　Shozo　HAsHIMoTo＊，　Takashi　OmsHI＊＊，　Masahiko　WATANABE＊＊，

　　　　　　　　Susumu　KoDAIRA＊＊，　Osahiko　ABE＊＊，　Setsuo　HIRoHAsHI＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Yukio　SHIMosATo＊＊＊

＊1）epart〃7θ〃t　of　Radiology，　School　of　Medici，〃e，」（eio　Univerぷ砂

＊＊Dep〃’〃le〃’q∫5〃rgery，　School　of　Medici〃θ，1（eioこiniverぷity

牌＊Pathology　1）ル∫ぷion，∧励0〃al　Cancer　Center　Reぷεαrc乃加1”〃θ

　　Both　NCC－ST－439　and　NCC－ST－433　are　mono－

clonal　antibodies　raised　against　human　gastric

cancer（St－4）xenografts　in　nude　mice．　Imaging　and

localization　experiments　were　performed　by　in－

jecting　I－1251abeled　antibodies　into　nude　mice

bearing　CO－4（colon　carcinoma）and　H－111（gas－

tric　carcinoma）．　There　was　uptake　of　NCC－ST－

439（polymer）into　the　CO－4，　though　it　was　not

clearly　visualized　unti15days　post　i叫iection．　By

injecting　NCC－ST－439（monomer），　CO－4　was　better

seen　at　day　3，　while　average　accumulation　into　the

tumors　decreased　compared　with　NCC－ST－439

（polymer）．　High　radioactivities　were　observed　in

the　liver　and　spleen，　which　was　probably　due　to

the　immunocomplex　with　the　antigen　in　the　blood．

NCC－ST－433　was　selectively　accumulated　into　the

H－111with　tumor　to　blood　ratio　7．8　at　day　7，

without　significant　uptake　into　the　liver　and

spleen．　Significant　correlation　was　also　found　be－

tween　the　tumor　uptake　level　of　NCC－ST－433　and

size　of　tumors．　Excellent　images　of　H－111　were

obtained　3　days　after　the　injection．　NCC－ST－433

holds　promise　for　the　radioimmunodetection　of

gaStr1C　CanCerS．

　　Key　words：Monoclonal　antibody，　NCC－ST－

439，NCC－ST－433，　Radioimmunodetection．
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